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＜連絡事項＞
・納会　12/29　17:15～17:30　古民家にて
　参加希望者は打刻をしてから参加して下さい。

＜入室状況＞
【入院】
・佐々木　潤子様～東病棟Bユニット1号室へ任意入院となる。
・見附　亜由美様～東病棟Aユニット16号室へ医療保護入院となる。
・坂本　梓様～東病棟Bユニット1号室へ任意入院となる。
・川村　亨様～東病棟合併症室へ医療保護入院となる。

【退院】
・石岡　夢空様～東病棟Aユニット16号室より軽快退院となる。

【転出】
・種市　久雄様～東病棟Cユニット4号室→南病棟Dユニット204号室
・神成　理紀之助様～東病棟Cユニット4号室→南病棟Dユニット207号室
・大平　香奈様～東病棟Bユニット号室→南病棟Dユニット207号室
【ユニット移動】
・田名部　哲史様～東病棟Aユニット13号室→東病棟Bユニット2号室
・坪坂　真由美様～東病棟Bユニット1号室→東病棟Dユニット20号室

＜患者様連絡事項＞
・石岡　夢空様～13：30措置解除面談実施。三戸保健所職員2名、八戸保健所職員2名、祖母、父の弟同席。措置解除となり主治医から退院指示あり、処方、退院後初外来はなし。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放中他室侵入や私物弄り繰り返し落ち着かず早めの開放観察終了となる。自室では奇声、壁叩きあるが自傷行為なく経過。症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時は妄想的訴えや易怒性なく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放中、ホールで適度に他者交流しトラブルなく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・福村　秀吉様～終日隔離中。不穏興奮なく易怒性なし。多弁、気分高揚、被刺激性亢進などの躁症状は軽減され、静穏に過ごす時間が増加している。診察中も穏やかに会話でき、幻覚妄想に左右された言動なく経過。主治医指示にて本日より上記時刻にて終日隔離解除となる。


＜馬渡Dr診察＞
・福村 秀吉様～解除後に再び不穏興奮や落ち着かない状態となった場合は再び隔離となる事もあるとも説明。
スマホの使用は次回診察時に主治医が判断するまでまだ中止。

・三浦 華菜様～1月に泌尿器科の受診希望を診察にて話しており、主治医からは許可が出ている。

・鈴木 新藏様～バルプロ酸(100)→(200)へ増量。

・田村 洋子様～デュロキセチン(20)1T→デュロキセチン(20)2Tへ増量。外出時、本人がどうすごしているか、自宅での退院受け入れは可能か帰院時に夫へ確認していくことと。

・梅田 とよ子様～ハロペリドール減量。
[bookmark: _GoBack]他処方追加、指示変更等なし。


＜田名部Dr診察＞
・木村　聡様～(酒) 全く飲みたい気持ちはないと。外出希望は家族が付き添い
可能であれば可。3食普通盛り→明日より大盛に変更となる。
明日10：00～13：30の予定で家族付き添いで自宅外出。申請済み。

・坪坂 真由美様～他科受診が落ち着けば青山荘入所を進めていくようにと話が
あり、本人了承。但し現状では治療終える見通したたず。
スマホも当面の間、使用不可で本人納得。

・立花 圭様～小遣いの使用金額は担当Nsと相談するように。
食事形態は当面現状維持の指示。

・若沢 理子様～現在3食パン食→明日よりパン食は朝のみ。昼・夕はご飯食に
変更となる

＜入院患者情報①＞
日　　時：令和7年12月25日　10：19
　氏　　名：佐々木　潤子（ささき　じゅんこ）様
　生年月日：昭和25年9月18日(75)
　病　　名：うつ病
　性　　別：女性
　主 治 医：小栁Dr.
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット1号室

　＜経過＞
　原20代のころに産後うつで加療歴あり。令和7年6月長らく認知症で介護を
　行っていた夫が当院へ入院、その後施設入所となった。施設手続きの際に
　費用のことを過度に気にする様子や気分が沈むようになり食欲も低下。
　食事は何とか食べているが味はしなくなった。非物事を悲観的に考えるよう
　になり、以前は活動的であったにもかかわらず、趣味や外出をしなくなり、
　不眠もあったことからかかりつけ医に相談し睡眠薬や抗不安薬が処方された。
　心配した友人から精神科受診を勧められ令和7年12月4日当院初診となった。
　同月24日夜間に動悸があり、死ぬんじゃないかという不安が強く、翌25日
　当院診察時に入院希望あり、当院東病棟Bユニット1号室へ医療保護入院となる。

＜入院患者情報②＞
日　　時：令和7年12月25日　10:40
　氏　　名：見付　亜由美（みつけ　あゆみ）様
　生年月日：昭和43年8月23日(57)
　病　　名：統合失調症疑い
　合 併 症：なし
　性　　別：女性
　主 治 医：柞木田Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット16号室

　＜経過＞
　元々は心配性な性格。南郷高校卒業後は仙台の専門学校（東北電子
　専門学校）卒業後、運送会社に38年従事。その後はNTT下請けの派
　遣会社に20年以上勤め現在に至る。現在もリモートで自宅勤務を
　行っている。R7年１０月半ば～不調により仕事には行けていない。
　未婚で挙時はなし。仙台にて単身生活。今年の5月ぎっくり腰とな
　り、病院受診していたが、あまり改善みられず。同年8月MRSA感染
　し、気持ちの落込みが見られるようになる。翌9月には無菌状態と
　なるが同時期より耳鳴り、味覚障害、口臭体臭を訴え皮膚科や耳
　鼻科受診したが、異常ないといわれ、さらに気分落ち込む状態と
　なる。その他心療内科、皮膚科、内科、総合心療内科、メンタル
　クリニックなど転々と受診をしていたよう。10月頃から妹が連絡
　しても連絡が取れなくなり、自宅マンションにおらずにホテルに
　宿泊していたところ友人が保護。11月10日まで友人宅で過ごして
　いる。妹が11/10本人を実家へ連れ戻すため仙台にに行き、医療機
　関を探しこころのひだまりクリニック初診。統合失調症の可能性を
　伝えられ、当院の継続治療の診療情報提供書を作成され、南郷の両
　親のもとへ帰省。帰省後も食事や水分を満足に摂れず夜間も休めて
　おらず。高齢の両親も見守りに限界があり、妹が仕事を休み様子を
　見ている。現在朝方に外に外出しており、ついて歩かないと目が離
　せない状況。保健所の介入も経て、鑑別診断・専門治療のため入院
　調整。本日診察にて入院加療の必要性が認められ、10：40東病棟へ
　医療保護入院となる。

＜入院患者情報③＞
日　　時：令和7年12月25日　11：33
　氏　　名：坂本　梓（さかもと　あずさ）様
　生年月日：平成9年11月12日(28)
　病　　名：うつ病
　性　　別：女性
　主 治 医：柞木田Dr.
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　階上町にて出生。八戸光星学院を卒業後、専門学校へ進学。勉強や人間関
　係でトラブルは特になかった。その後東京の会社へ鍼灸師として就職した
　が、仕事中に血尿が出て2年程で退職している。その後仙台の会社に就職。
　令和5年頃うつ症状があり、食事が摂れない、入浴できない、中途覚醒が多
　く熟眠できない状態となり、チューハイ7％　500ml　2本を毎日飲酒してい
　た。同時期にかもみーるこころのクリニック仙台院を受診しうつ病と診断さ
　れ薬物療法が開始となった。仕事は休職していたが、令和7年7月10日に退
　職している。R7年7月29日階上町へ戻っている。転居に伴い当院で継続
　治療を希望され、令和7年8月8日当院初診。薬物療法継続し定期受診をして
　いた。R7年12月19日定期受診時に気分の落ち込みや睡眠不安定、食事も満
　足に取れず行動化はないが希死念慮もあり。本人も入院の意志あり同日病
　棟見学後、入院希望聞かれ、日程調整後R7年12月25日東病棟Bユニットへ
　任意入院となる。
